
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 古 屋 港 港 湾 計 画 書  

― 軽易な変更―  

令和６ 年２ 月 

名 古 屋 港 港 湾 管 理 者 

名 古 屋 港 管 理 組 合 



  

本計画書は、 港湾法第三条の三の規定に基づき 、  
  

 
・ 平成２ ７ 年１ ０ 月 名古屋港審議会 
 
・ 平成２ ７ 年１ ２ 月 交通政策審議会第６ １ 回港湾分科会 

 
 
の議を経、 その後の変更については 

 
 

・  令和 ２ 年 １ 月 名古屋港審議会 

・  令和 ３ 年 １ 月 名古屋港審議会 

・  令和 ３ 年 ３ 月 名古屋港審議会 

・  令和 ５ 年 １ 月 名古屋港審議会 
 
 
 

の議を経た名古屋港の港湾計画の軽易な変更をする も のである 。  
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変更理由 

 

１  利用形態の変化に対応する ため、 西部地区において、 木材取扱施設計

画を変更する 。  

 

２  高規格道路の計画に伴い、 南部地区において、 土地造成及び土地利用

計画を変更する 。  
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１  木材取扱施設計画 

利用形態の変化に対応する ため、 以下の施設を撤去する 。  
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［ 木材取扱施設計画］  

西部地区 

（ 弥富ふ頭）  

既設  

 水深 １ ０ ｍ 係船浮標 ２ 基 Ｎ ｏ ． ５ ２ 、 Ｎｏ ． ５ ３  



 

２  土地造成及び土地利用計画 

 高規格道路の計画に伴い、土地造成計画及び土地利用計画を次のと おり 計

画する 。  

 

（ 土地造成計画）  
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（ 16）  

16 
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注１ ）（  ） は、 港湾の開発、 利用及び保全並びに港湾に隣接する 地域の保全に、 特に密接に関 
連する 土地利用計画で内数である 。  

注２ ） 今回の変更に係る 地区についてのみ記述し た。  
注３ ） 端数整理のため、 内訳の和は必ずし も 合計と はなら ない。  

                   

（ 土地利用計画）                     
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注１ ）（  ） は、 港湾の開発、 利用及び保全並びに港湾に隣接する 地域の保全に、 特に密接に
関連する 土地利用計画で内数である 。  

注２ ） 今回の変更に係る 地区についてのみ記述し た。  
注３ ） 端数整理のため、 内訳の和は必ずし も 合計と はなら ない。  

 

 

  

 ( 単位： ｈ ａ )  

 ( 単位： ｈ ａ )  

用 

途 

用 

途 

- 3 - 



 

 

 

 

 

 

- 4 - 

- 6 - 

船見ふ頭 

昭和ふ頭 

大江ふ頭 

新宝ふ頭 

東海元浜ふ頭 

潮見ふ頭 

北浜ふ頭 

南浜ふ頭 

南５ 区 

ポート アイ ラ ンド  
地区 

内港地区 

凡  例 

計画変更箇所 

名古屋港港湾区域 

空見ふ頭 

西航路 

東航路 

中航路 

北航路 

 

名 古 屋 港 港 湾 計 画 位 置 図 

1: 80, 000 

鍋田ふ頭 

木場金岡ふ頭 

飛島ふ頭 

ポート アイ ラ ンド  

ガーデンふ頭 

弥富ふ頭 

稲永ふ頭 

潮凪ふ頭 

金城ふ頭 

南部地区 

名古屋港港湾区域 

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

Ｎ Ｗ Ｎ Ｅ

Ｓ Ｗ Ｓ Ｅ

（ ％）10 20 30 40 5050 40 30 20 10（ ％）

（ 昭和41年～平成17年）

風 向 風 速 図

方位別風向割合

風速10m/s以上( 強風)  の方向割合

観測場所 名古屋港管理組合屋上

Ｎ  

金城地区 西部地区 
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凡  例 

 航 路 ・ 泊 地 
( 既定計画)

( 既  設 )

 
 埠 頭 用 地 ( 既   設 )  

 公 共 岸 壁 ( 既  設)   緑 地 ( 既 定 計 画 )  

 専 用 岸 壁 ( 既  設)
 

 
交 通 機 能 用 地 

( 臨 港 道 路 )  
( 既 定 計 画 )  

 係 船 浮 標 ( 撤  去)
 

 そ の 他 の 用 地 
( 既 定 計 画 )

( 既   設 )  
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Ｎ  

名古屋港港湾計画図（ 西部地区）  

1: 10, 000 

0 250 500m 
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Ｎ  

凡  例 

 緑 地 ( 既  設)  

 
交通 機能用 地 
( そ の 他道路)  

( 今回計画)
( 既  設)

 

 そ の 他の 用 地 ( 既  設)  

 海岸 保全区 域 ( 参  考)  

 

南部地区 

名古屋港港湾計画図（ 南部地区）  

1: 10, 000 

0 250 500m 


